
視察 (研修)報告書

府中市議会議長 様

会派名又は

議 員 名

令和九年 11月 18日

創生会

日 日寺 爾́和元年 11月 12日 (火) 14:00～ 16:00

視 察 (研 修 )先 流山市役所 (千葉県)

視察 (研修)項 目 流山市高齢者住み替え支援相談事業について

参   力日  者 会派議員 12名

視察 (研修)内容 講師 :都市計画部 建設住宅課

課長 伊 藤 直 人 氏

都市計画部 企画・住宅室

室長 遠 藤   勇 氏

1 事業の内容・背景及び具体的な取組

2 事業の体制及び住み替え住宅バンクの登録条件

3 本目談会からの流れ

4 成果及び事業の課題

5 今後の展開と行政関与の在 り方

所 感 流山市では、高齢者には住み慣れた地域で住み続けられ、

子育て世代には、安心 して子育てができる住宅の提供ができ

るように、ライフステージに応 じた居住ニーズの対応 と住宅

ス トックの有効活用が可能 となるように住宅情報を提供で

きる仕組みが必要と考えられ、この事業を始められま した。

具体的には、住み替え住宅バンクに登録する住宅情報を市

のホームページに公開 し、住み替え相談会等を通 じて、住宅

の売却や購入、賃貸、リフォーム等の各者相談に支援組織 (宅

建業者、建築士、建設業者)が対応することにより、ワンス

トップで支援できる仕組みを構築されていますc

府中市においても、高度成長期にできた住宅団地は、高齢

化が進む状況にあり、住宅ス トックの有効活用事業 として参

考になりました。
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視察 (研修)報告書

府中市議会議長 様

会派名又は

議 員 名

令和元年 11月 18日

創生会

日 日寺 令和元年 11月 13日 (水) 14:00～ 16:00

視 察 (研 修 )先 衆議院第一議員会館  12階  1218号 室

視察 (研修)項 目 厚生労働省老健局研修会

参   力日  者 会派議員 12名

視察 (研修)内容 1 当面の地域医療構想の推進に向けた取組について

講師 :厚生労働省医政局地域医療計画課

医師確保等地域医療対策室

室長 島 田 志 帆 氏

2 次期介護保険制度改正に向けて～

講師 :厚生労働省 老健局 総務課

企画官 栗 原 正 明 氏

所 感 厚労省は、 2040年 に向けて新たな課題に対応するた

め、 1.地域医療構想の実現に向けた取組、Ⅱ.医療従事者

の働き方改革、Ⅲ.医師偏在対策を三位一体で推進 し、総合

的な医療提供体制改革を実施 しようとしています。

医療 と介護の両方を必要 とする状態の高齢者が、住み慣れ

た地域で自分 らしい暮 らしを続けることができるよう、地域

における医療・介護の関係機関が連携 して、包括的かつ継続

的な在宅医療・介護を提供することが重要 と感 じました。

このため、府中市においても関係機関が連携 し、多職種協

働により在宅医療・介護を一体的に提供できる体制を構築す

るため、県・保健所の支援の下、市が中心となって、地域の

医師会等 と緊密に連携 しながら、地域の関係機関の連携体制

の構築を推進することが重要 と考えます。

今回の研修をもとにさらに知識を深め、政策提案に生か し

ます。
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視察 (研修)報告書

府中市議会議長 様

会派名又は

議 員 名

令和元年 11月 18日

創生会
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に

日 日寺 令和元年 11月 14日 (木) 9:00～ 11:00

視 察 (研 修 )先 荒川区役所 (東京都 )

視察 (研修)項 目 1 荒川区民総幸福度 (GAH)の取 り組みについて

2 新公会計制度について

参   力日  者 会派議員 12名

視察 (研修)内容 1  に

/)い
て

講師 :公益財団法人 荒川区自治総合研究所

所長 長 田 ―七 美 氏

2  について

講師 :財政担当部長    官 腰   肇 氏

会計管理課長    平 野 興 一 氏

企画 。調査担当課長 中 野   猛 氏

・荒川区における新公会計制度

・区職員に対する研修

・区民へのわか りやすい説明

・行政評価

所 感 1について

荒川区では、「自治総合研究所」を設立され、基本理念 (「 区

政は区民を幸せにするシステムである」 「荒川区に総幸福

度の向上を目指す」 「区役所は最 も身近な区民の安心の砦

になる」)の もと、荒川システムとして、目標。人材 。地域力・

政策の 4つを機軸にして、課題の解決に向けて、庁内でプロ

ジェク トチームの立上げなど、組織内で 1青 報共有や連携の

強化を図 りながら行政運営が行われています。

職員の働 く目的が明確に示 され、意識統一が図られている

ところが、素晴 らしいと感 じました。

府中市においても、更なる職員の意識改革が必要だと感 じ

ま した。
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2について

荒川区では東京都の新公会計制度を準用 し、各部署におい

て、会計仕訳を自動仕訳で 日々入力されています .

財務諸表は、「貸借対照表」「行政コス ト計算書」「キャッ

シュフロー計算書」「正味財産変動計算書」の本表 4表 と「有

形固定資産及び無形固定資産附属明細書」から構成 されてい

ます。附属明細書 と個別施設データが連動 してお り、またそ

れを基に公共施設の更新計画が策定さています。

非常に良いシステムだと感 じました。府中市においても、

参考になると思います。
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